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2 La-3 水晶振動子による固体脂肪汚れ洗浄過程の追跡（第５報）
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＜目的＞　これまで、固体脂肪汚れが溶液中に脱離する挙動を明らかにするために、単純

化した洗浄のモデル系として、水晶振動子の金電極表面に付着させたトリパルミチン(TP)。

トリミリスチン（ＴＭ）、セチルアルコール（ＣＡ）、パルミチン酸(PA)の除去過程を調

べて来た。本報では皮脂汚れに近い成分のラードと牛脂について同様の測定を行ない、こ

れまでの結果と比較検討した。さらに脂質汚れの粘性変化を振動子のアドミッタンス指標

から求め、除去過程における汚れ除去機構についての新しい情報を得た。

＜方法＞　9MHzの水晶振動子の電極表面に0.1％のＴＰ、ＴＭ、ＣＡ、PA、ラード、牛脂

の四塩化炭素溶液２μ１を直径４皿の円となるように塗布し、風乾後40℃にて３時間乾

燥した。この振動子を25℃でpH7～12のバッファ溶液中に浸し、ＤＢＳ、Cl2（EO）7を各々

のcmcをはさんだ濃度で添加した時の脂肪の重量変化と粘性変化を経時的に測定した。

＜結果＞　トリグリセリドであるＴＰ、ＴＭについての振動子数とアドミッタンス指標の測

定値を参考にして、ラード、牛脂での測定値の変化を解析した。これらの脂肪ではまず極

めて短時間に脂肪表面への活性剤の吸着、それに続いて内部への拡散、その後の脂肪の脱

離、が続いて起こっていると考えられる。またＴＰ、ＴＭの除去について、DBSではミセ

ルは関与せず、Cl2（EO）7ではミセルが関与することを以前に述べたが、ラード、牛脂で

も同様に理解されることが分かった。これらの結果に基づいて、脂肪除去過程の詳細を考

察する。
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　カーボンブラック及び粘土などの粒子汚れを、綿布に付着させた汚染布を作製し

た、水、界面活性剤水溶液、トリポリリン酸ﾅ刈ｳﾑ水溶液（STPP）、界面活性剤STPP

系水溶液による綿布からの洗浄性を反射率法で調べた．界面活性剤は、直mアルキ

ルベンゼンスルホン酸ナトリウム(LAS)である．

　これら洗浄液による洗浄性は、LASとSTPP混合系が最も大きく、次いでSTPP、

LASおよび水の順であった、この結果を拡張ＤＬＶＯ理諭で考察した．

　粒子汚れ、綿布(セルロース粉末）のく･電位はレーザードップラ方式で測定した．

洗浄液中における粒子汚れ、セルロースのHamaker定数や、洗浄液および洗浄液

中の粒子汚れとセルa ― ス(綿布）の間のHamakei'定数などは、水に対する接触

角やn -ヘキサンに対する洗浄液の界面張力などの測定から算出した．接触角は静滴

法、界面張力はウィルヘルミー法或いはスビニングドロップ法などで測定した．

　まずHamaker定数を文献値から求めた場合、および接触角などから求めた場合

について、粒子汚れと綿布（セ/V ロース）間の相互作用の種々なパラメータとの間

の関係を考察した．繊維表面と粒子汚れが5A離れた所のポテンシャノレVT･5、ポテ

ンシャルの最大値VT-MAX. く-電位, 洗浄液中における粒子汚れのHamaker定数

A.32。、ζ1く2･As2/S等との値と洗浄率との関係を調べた■ ■^as,a、くtくa.くμa･ A2S,3

と洗浄率との間に相関性が見られた．今後は, く-電位測定精度、Hamaker定数の

算出法などの検討や、実験系を拡大して検討する必要がある．
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